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工 事 名

工　　期

施工会社

工事内容

●本工事の施工記録

●進捗状況

 横浜港南本牧地区岸壁(-18m)（耐震）上部等工事

 平成30年 6月 6日　～　平成31年 6月28日

 若築建設株式会社　横浜支店

 MC4岸壁を構築するため、基礎工からクレーン基礎工や
 上部工など、岸壁本体完成までを施工します。

　　陸側クレーンレール基礎工の工程に続き、３月は海側の上部工作業を行います。

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

岸壁（水深18m）（耐震）

荷捌き地

航路・泊地、泊地（水深18m）

荷役機械・上屋等　（事業区分：貸付）

MC4

横浜港南本牧ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業

本工事
東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

平成30年12月平成30年 9月 平成31年 2月

MC-1
MC-2

MC-3

MC-4
工事場所
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 横浜港南本牧地区岸壁(-18m)（耐震）上部等工事

担当技術者

若築建設株式会社

　溝口　諒　（27）

京浜港湾事務所

日本一の山（富士山）が絶景です

平成31年 1月 上旬 平成31年 2月 下旬

全周削孔機で先行掘削し鋼管杭を建込、

打設を行います。

今後、海側レール基礎の上部工、ク

レーンレール基礎を構築していきます。

ガントリークレーン

コンテナ船が着く港湾に設置され、“陸から

船へ”“船から陸へ”、コンテナ貨物などの積

み卸しをする巨大なクレーンのこと

本工事

施工範囲

Ｌ＝約245ｍ

準備工
・関係公署手続　・関係各者工事周知

・先行削孔・埋戻し（陸側）

調査工

・深浅測量　・潜水調査

クレーンレール基礎工（海側）

・鋼管杭製作・運搬

クレーンレール基礎工（陸側）

・鋼管杭製作・運搬

・盛石投入

基礎工

仮設工①

・陸側作業ヤード整備

仮設工②

・作業構台等設置

クレーンレール基礎工（海側）上部工（異形部）クレーンレール基礎工（陸側）

・先行削孔・埋戻し（海側）

・鋼杭打込み及び建込み（海側）

・作業構台等撤去

仮設工③上部工（陸側クレーンレール基礎）

・クレーンレール基礎コンクリート（陸側）

・異形部上部コンクリート

・鋼矢板打設
・プレキャスト版製作・設置

・舗装コンクリート

上部工（海側クレーンレール基礎）
・クレーンレール基礎コンクリート（海側）

・鋼杭打込み及び建込み（陸側）

上部工（セル・アーク上部）

・頂部・上部コンクリート

・車止め、縁金物設置
・電気防食設置

・梯子設置

撤去工
・シンカーブロック撤去

付属工

・係船曲柱、防舷材設置

・コンクリート取壊し・処分

仮設工④
・陸側作業ヤード撤去

･仮設道路撤去

後片付け工

・後片付け

3月～4月

入社3年目です。出来形管理、安全管理を主に担当しています。

本格的に上部等工事が始まると作業員が常時５０人程度入場しま

す。作業員の安全を考えて作業を中断する判断も必要になります。

最後まで無事故無災害で工事を完了させるため、職員、作業員が

一致団結して取り組んでいます。

現場担当技術者紹介

本工事の

全体工程

本工事の魅力

１月～２月の施工状況

MC-3 MC-3

MC-4
MC-4


